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『「アンチエイジング意識と化粧品使用実態」に関する 

消費者調査【成分編】』販売開始 
 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
 

株式会社日本能率協会総合研究所（代表取締役社長：榮 武男）／ＭＤＢネットサーベイで 

は、「アンチエイジング意識と化粧品使用実態」に関する消費者調査を実施いたしました｡  

全国の 20 才以上の女性を対象として、「アンチエイジング（抗加齢）」という言葉（トレン

ド）の認知、肌・髪・手に関して老化予防・改善等についての感じ方・関心・悩み・気にな

る度合いとその対策などを調査しました｡また、アンチエイジング関連の成分（物質）認知・

魅力度・使用意向なども併せて調査しました。このサマリーは【成分編】のサマリーです。 
 
※ ＭＤＢネットサーベイとは、ＭＤＢが運営するインターネットリサーチシステムです。 

  現在の登録モニター数は約１３万名。この「ウィークリー・レポート」は毎週、独自にテーマを決めて 

  実施する調査結果をまとめたものです。 

 

 

１．「効果などまで含めてよく知っている」と回答した人の数が最も多かったのは「コラーゲ

ン」。「コエンザイム Q10」、「ヒアルロン酸」がそれに続く。 
 

まず、回答者全員に対して、アンチエイジング（抗加齢）効果があるといわれている成分に

ついて、認知の程度を尋ねた。  

「効果などまで含めてよく知っている」と回答したが最も多かったのは「コラーゲン」で、

58.6％となった。以下は「コエンザイム Q10（CoQ10）」（44.0%）、「ヒアルロン酸」（38.0%）、「セ

ラミド」（29.8%）、「大豆ペプチド」（28.9%）の順で続く。 

「見聞きしたことがある」まで含めるた認知度でも第 1 位は「コラーゲン」で 98.8%

（58.6%+40.2%）、第 2位は「大豆ペプチド」で、97.1%（28.9%+68.2%）となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成分認知度（上位5項目）
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２．成分魅力度が高い成分上位は「コラーゲン」「コエンザイム Q10」「ヒアルロン酸」。 
  

各種成分について、「効果なども含めよく知っている」「見聞きしたことがある」と回答した

人を対象に成分の魅力度を尋ねたところ以下のような結果となった。 

魅力度が高かった成分は第 1位が「コラーゲン」で、「非常に魅力的である」（38.4%）と「魅

力的である」（40.2%）を足して 78.6%が「魅力的である」と回答している。 

以下は、「コエンザイム Q10（ CoQ10）」（29.1%+42.0%=71.1%）、「ヒアルロン酸」

（27.7%+38.3%=66.1%(小数点第 2 位まで合算)）、「プラセンタ」（22.4%+32.8%=55.2%）の順と

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．成分入製品で現在利用しているもののトップは「コエンザイム Q10」。利用経験率が最も

高いのは「コラーゲン」。 

各種成分の認知者に、成分入化粧品・トイレタリー製品の使用状況を聞いたところ以下のよ

うな結果となった。  

現在利用率第1位は「コエンザイムQ10（CoQ10）」(29.0％)で、以下「ヒアルロン酸」(23.8％)、

「コラーゲン」(22.7％)、「スクワラン」(15.1％)、「セラミド」(10.2％)と続く。 

一方、過去利用も含めた利用経験率では「コラーゲン」(48.8%)が第 1 位。以下「ヒアルロ

ン酸」(46.4%)、「スクワラン」（46.0%）、「コエンザイム Q10（CoQ10）」（45.7%）、「プラセンタ」

（32.6%）が続く結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成分魅力度（上位5項目）
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その成分が入った化粧品・トイレタリー製品の使用状況
（上位5項目）
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４．成分入製品で今後（も）利用したいもののトップは「コラーゲン」。2 位は「コエンザイ

ム Q10（CoQ10）」、3位が「ヒアルロン酸」。  

成分入製品で今後（も）利用したいものは、第 1位が「コラーゲン」で 66.4%が利用したい

と回答している。 

以下は、「コエンザイム Q10（CoQ10）」(64.4％)、「ヒアルロン酸」(58.6％)、「スクワラン」

(46.0％）、「プラセンタ」（42.7%）の順で続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査報告書のサマリーは、下記ＵＲＬをご覧ください。 

http://www2.mdb-net.com/netsurvey/report/report24.html  
 

◆◆調査概要◆◆ 
 調査実施機関 ： 株式会社日本能率協会総合研究所 マーケティング･データ･バンク 
 調査方法   ： 小社保有の「ＭＤＢネットサーベイ」利用による 

インターネットリサーチ 
調査対象エリア： 全国 
 調査対象者  ： ２０歳以上の女性 
 サンプル数  ： ５７５７票（有効回答数） 
 調査実施期間 ： ２００６年２月１３日～２月２７日 

 

◆◆本件についてのお問い合わせ先◆◆ 

株式会社日本能率協会総合研究所 マーケティング･データ･バンク 

ＭＤＢネットサーベイ担当 

mail：mdb-net@jmar.co.jp  TEL：03-6212-9125 

その成分が入った化粧品・トイレタリー製品の今後の使用意向
（上位5項目）
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